
佐藤 憩 早稲⽥⼤学 3 年 先進理⼯学部 物理学科   
ジョージア⼯科⼤学 Manu O Platt 教授  メンター Dr. Hannah Song 
 
１．ジョージア⼯科⼤学での研究活動 
  Platt lab では鎌状⾚⾎球症という遺伝⼦疾患をもつ患者が併発する慢性⾎液凝固の要因となるプロテア
ーゼを特定することを⽬的とした研究を⾏いました。鎌状⾚⾎球症とはアフリカ系の⼈種に多い遺伝⼦疾患で，
⾚⾎球がその名の通り鎌状に変形してしまうことで酸素との結合効率が下がり，結果的に貧⾎や多臓器疾患な
どの合併症を引き起こします。私の研究では鎌状⾚⾎球症患者の慢性⾎液凝固を引き起こす要因となっている
という⾎漿中のフィブリノペプチド A の過剰発現が起こる原因がある特定のプロテアーゼにあると仮定し，
マウスの⾎漿サンプルを⽤いてその仮定が正しいかを調べました。 
 
２．研究活動における⽇⽶の違い 
 私が所属した研究室ではメンバー全員が限られた時間をうまく使って研究もプライベートも楽しんでいる
という印象を受けました。また，ダブルバチュラーを⽬指す学⽣や異なる分野で Ph.D を取得後に新たに Ph.D
取得を⽬指す学⽣，結婚し⼦育てをしながら研究する学⽣など様々な背景をもつ⼈々と出会いました。あくま
で私の主観的な印象ですが，アメリカでは⽇本よりも多様な選択肢があり，個々⼈の考え⽅が尊重されやすい
ように感じました。もちろんすべての環境で多くの選択肢があるわけではないと思いますが，⾃分の今後のキ
ャリア形成やプライベートな⼈⽣設計を考えるうえで⾮常に参考になると感じました。さらに理系の⼤学であ
るにもかかわらず⼥性の数が多いことに驚きました。⼥性研究者が少ないことが問題視されている⽇本で，⼥
⼦学⽣が極端に少ない物理学という分野を専攻する私にとっては⾮常に新鮮な環境に⾝を置くことができ，将
来的に⾃分が⽇本で理系の⼥⼦学⽣を増やすことに⼀役買うことができればいいなと思うようになりました。 
 ⼀⽅でアメリカの研究室内では突然の予定変更や研究に使⽤するものの扱いなど，⽇本に⽐べて⼤雑把な部
分が多いように感じました。よく⾔えば柔軟な対応をすることができる⼈が多いということでしょうが，計画
的な⾏動や繊細な作業には⽇本の環境のほうが向いていると感じました。 
 
３．⽶国の⽂化・⽣活⾯での発⾒・苦労等 
 今回のプログラムは私にとって初めての海外渡航であり，たくさんの驚きや⼾惑い，そして楽しさを経験し
ました。たくさん書きたいことはあるのですが，代表的ないくつかのみ紹介しようと思います。今後の参加者
の参考になると幸いです。 
 
(1)⽇本の治安の良さ 

⼀番強く実感したのは⽇本の治安の良さです。アトランタでは夜⼀⼈で出歩くことは⾮常に危険です。実際
私が研究で帰宅時間が少し遅くなってしまったとき，外で Uberを待っていると 200m程度先のガソリンスタ
ンドで銃撃事件が起きたということがありました。これは極端な例だとしても，⾞上荒らしやひったくりは⽇
常的に起こっていたので，⾃分を守るという意識を持つことの必要性と気軽に外を出歩けない不便さを感じま
した。 

 
(2)⾃分の考えを伝えること 
 次に他⼈に意⾒を⾔い，話し合うことの重要性も強く感じました。黙っていては伝わらないとはよく聞く表



現ですが，まさしくその通りであり，さらに⾃分の意⾒や要望伝えたとしても相⼿がその重要性を認識してい
るとは限りません。相⼿に伝わるまで働きかけ続けることは少し⼤変でしたが，結果的には⾔語の壁を気にせ
ずに⾏動する度胸が少しはついたのではないかと思います。 
 
(3)予定通りにいかない状況を楽しむ 
 アメリカでは突然の予定変更をたくさん経験しました。お店が時間通りにあかないことは⽇常茶飯事であり，
研究の結果がうまく出ない，PI にアポをとっても約束を忘れられるなど様々な場⾯に出くわして始めは⼾惑
っていましたが，慣れてしまうとまあ何とかなるだろう，他にできることはないかなと考えて状況を楽しむ余
裕が⽣まれました。たくさんの⼈とかかわり，物理現象を相⼿にする研究者になると，予想外，予定外のこと
はたくさん起こるでしょうし，それによって新たなものが⽣み出される可能性だってあります。様々な状況を
楽しめることの⼤切さを実感するとともに，以前よりも柔軟な対応ができるようになったような気がします。 
 
(4)パーティー⽂化と⾳の⼤きさ 
 これは学問とは全く関係のないことなので読み⾶ばしていただいて結構なのですが，アメリカ滞在中は⾄る
場⾯でパーティーが開かれていることに驚きました。研究室間の交流のためにパーティー，新⼊⽣が来たから
パーティー，休⽇だからパーティー，プールサイドでダンスパーティー，なぜかわからないけどパーティーと
とにかくずいぶんとパーティーを開くものだと結構な衝撃を受けました。⾃分にはあまりなじみのない⽂化で
始めは⼾惑いましたが，楽しみながら多くの⼈と知り合い，つながりを作る機会を重要視する姿勢が反映され
た結果なのではないかと感じ，実際私も楽しい時間をたくさんの⼈と共有することができました。また，パー
ティーを含め⾄る場所で⼤きな⾳で⾳楽を流すことに驚きました。もし今後アメリカに⾏く機会があれば⾼性
能な⽿栓かノイズキャンセリングイヤホンを持っていこうと思います。 
 
４．本プログラムに参加の成果・意義 
 今回のプログラムでは学問的，⽂化的な交流の機会と⼀⼈の⼈間として⼤きく成⻑する機会をいただき，⾔
葉に表しきれないほどの感謝を感じています。アメリカの研究室に配属されて研究する機会は，⾃分の専攻と
は異なるものではあったものの，物理学の研究者を志す私にとって将来確実に役に⽴つ経験であるとともに学
部卒業後の進路を具体的に考えるきっかけにもなりました。プログラム参加以前には⾃分の今後のキャリアに
対してぼんやりとしたイメージしかもっていませんでしたが，今では研究者になりたいという意欲はますます
⾼まり，いつになるかはわかりませんが将来的にはアメリカで Ph.D を取得したいと考えています。 

また，Georgia Tech での研究⽣活は⼤変なこともたくさんあり，それを乗り越えたことで⾃分に対して以前
よりも⾃信がもてるようになりました。アメリカ滞在中は⽇本の⾃分の専攻とは異なる分野の研究を英語です
ること，限られた時間で多くの作業をこなし，学ぶこと，⽂化や⾔語の壁などたくさんのことに⼾惑い，落ち
こみました。それでもたくさんの⼈々に助けられ，努⼒を研究発表という⼀つの形にできたことは私の⾃信と
成⻑につながったと感じています。 
 さらに，このプログラムを通して出会った JP and US Fellows，研究室のメンバー，Georgia Tech の学⽣，
RIESの先輩⽅は私にたくさんのいい影響を与えてくれました。特に JP Fellowsは皆モチベーションが⾼く，
仲間を⼤切にする素敵な⼈たちでした。RIES 終了後も互いに尊敬，触発しあうことのできるよき友⼈であり，
つながりを⼤切にしていきたいと思います。 
 



５．その他 
今回 Nakatani RIES で私の⼈⽣を変えるような素晴らしい経験をさせてくださった中⾕医⼯計測技術振
興財団の皆さん，⼩川さん，⾼⼭先⽣，Dr. Soojung Lee，Platt lab のメンバーをはじめとする RIESにか
かわって下さったすべての⽅々に感謝申し上げます。RIES で得た経験を最⼤限活かし，今後も好奇⼼と
物理学への愛をもって進んでいこうと思います。本当にありがとうございました。 
 


